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子どもと図書館

佐 藤 由 子

私が子 ども文庫をは じめたのは, 44年の秋の ことでした｡小学校二年に在った次男が大変複本

好 きで.本 を選ぶことでも,本代の上で も,私一人の力vcは負V,きれないと思 うにつけ,石井桃子

著 ｢子 どもの図書館｣(岩波新書 )に書かれたようを環境を,切実にのぞまずにはいられませんで

した｡そ して,石井 さんのかつ ら文庫を見学 し 日本子 どもの本研究会や親子読書会VC参加 してい,

るうちVC,本代VC困っているは:ずの私が,家庭で子 ども文庫を開 く羽 目になってしまったのです｡

旗上げだけすれば,協力者がでて何 とかなるだろ うとい う気持でした｡それに,特vE三多摩の母親

達のものすごV,エネルギーを見聞きすると,ため らってVlる余裕など夜 くなって しまうのです｡

私は大学 VC入るまで田舎で育ったので, どんを運動に しろブvt.すい発展するとは思 っていなかっ

たのですが,案の定,会員数はいつまでたっても-けたで 協 力 者 は出なVlL,私の内職でまかな

う資金の調達や,何の肩書もないものが何かをやることの障害や,意外vc苦労は多かったのです.都内

VCある子 ども文庫は 私 の知 る限 Dでは:60位ですが, もっとも多いのは団地であD,地域的には

三多摩VC集中していることから考えて も, これも住民運動の-つといえるかも知れません｡児童文

学者がやっておられる場合は別 として,素人がやるな ら,三人でもクループで運営するのが成功の

鍵の ような気が します.

さて, わが ｢か しの木文庫｣は:蔵書が 300冊程vCをD,母親を こん を境遇vC追V,こんだ次男は:,

思 う存分本 VEひたって成長 しましたが, 今年の春長女が交通事故にあったことで-時閉鎖 と75:b(

ささいをことで閉鎖 VCなるのも一人でや ってV,るから),その うちに,すぐ近 くvE区立の図書館が

できたので,やめてしまVlました｡

今は親子 とも,その図書館の戊重量にせっせ と通 ってV,ます｡公共図書館ができて も,家庭文庫

の存在意義はな くなら夜いとい う意見は,私 も正 しい と思いますが,文庫を再開するかどうかは,

情勢次第 と考えてV,ます｡

不思議なことvC,公共図書館の本 も私の文庫の本と似てV,ます｡それは子どもの本の評価がほ ゞ

定着 したせV,であD,それVCは, あの読書運動ve熱心な母親達の力が大VIVeあずかったのだと思V'

ます｡ ちェうどこ 三ゝ ･四年は子どもの本のブームでもあb,作衣 も, あの母親連の賓望 に応えた
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のでしょうが,それは:一面あの母親達と心情的vc癒着 したと思われる作品を生む ことVCなったよう

です｡次男が ｢日本の作家の ものはチマテマしていてお もLろ くなLn｣と批判 しているのは, こう

い う点では覆いでしょうか｡読書感想文にしても,評価をうけるものがある種のク1プVC固定する

傾向があbます,子 どもをとbまく間超は一筋縄 ではいかをV,ようです. (3回生 )

ちりからおんがくへ

森 田 恵 子

リサイクルの とと

今年の九月ve,グレックス ･ステラ7)ス(星のグル-プの意 )演奏会 と称 して,第一生命ホール

で ピアノのジョ1ン ト･リサ1クルをお茶大音楽科卒業生六名で開き,私 もその末席 を汚 しました｡

皆努力の甲斐あって (私などは もう少 しでノイローゼになるところでした)無事に終わD, ｢ひと

bひとbがみ夜臭った音を出 し,個性の表われた｣演奏であったとの評 をいただきました｡

私は ドビエツシーの ｢ピアノのためVE｣とい う十五分位の/J､曲を弾 き, 目下 ドビュッシ-昨夢中vC覆

ってV,る所です.

ドビュッシーに凝るのこと

たしか去年の今頃か ら- これ迄 も音楽上のいろV,ろ75:人 vE一時的vc凝っては卒業 して行ったの

ですが (例えば小沢征爾,バーンシュタイン, フォーレ, ラグェル等 )- ドビュッシーの音楽 を

この上なく美 しいと感 じ,此度のは今までVC夜 く夢中に覆って, ドビュッシーVCついての凡ゆるこ
●●●●

と, といって も出版されている全部の楽譜 と古今東西の書物 を集めることを目ざして私をbK専心

し,まだその途中ですが,すでVC財力をはるかVCオーバー したため,今は中休み しています｡レコ

- ドには壇だ手をつけていませんが,さてこれだけあれば もうヒモとくのVC一生かかる位で,隠居

後ゆっくb読むのが今か ら楽 しみです｡

ピアノが好 きになるまで

最近のこと, ｢へえー, ピアノが好 きな人がいるんですか｡珍 らしL̂人がいるものですね.｣ と

感心されたのか,ばかVCされたのか分 らなV}ようなことを云われて変 夜気持vc夜bました｡ ピアノ

は幼時か ら習わされ,ずっと嫌いでしたが,戦後たけの こ生活で ピアノが無 くなってからは大分淋

しい思いを し,地理 なんて場 ちがいなところに入 って しまうとをおさらピアノが恋 しく夜D,卒業

してやっと月ブでピアノを手vC入れると,先生 vcつV,て習いま した｡その先生が音楽のすぼ らしさ

を感 じさせてくれました.私の-生の恩人 といっても決 して大げさではあbません｡
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